
北部九州で、美容・健康産業のクラスターの実現を目指す『唐津コスメティ
ック構想』が注目を集めている。今回は、その中心となっている「一般社団
法人ジャパン・コスメティックセンター」の活動を紹介したい。

　

今
、
唐
津
は
国
内
外
の
熱
い
視
線
を

浴
び
て
い
る
。
美
容
・
健
康
・
素
材
・

交
流
な
ど
に
お
い
て
、
国
際
的
な
産
業

の
集
積
を
目
指
す
『
唐
津
コ
ス
メ
テ
ィ

ッ
ク
構
想
』
の
取
り
組
み
が
、
大
き
な

注
目
を
集
め
て
い
る
の
だ
。

　

そ
の
核
と
な
っ
て
い
る
の
が
「
一
般

社
団
法
人
ジ
ャ
パ
ン
・
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
Ｊ
Ｃ
Ｃ
）。
地
元

の
化
粧
品
関
連
会
社
を
中
心
に
、
佐
賀

県
、
唐
津
市
、
玄
海
町
、
唐
津
商
工
会

議
所
、
九
州
大
学
、
佐
賀
大
学
な
ど
が

参
加
す
る
産
学
官
の
連
携
組
織
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
の『
唐
津
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
構
想
』

は
2
0
1
2
年
1
月
、
フ
ラ
ン
ス
の
化

粧
品
原
料
製
造
会
社
社
長
ア
ル
バ
ン
・

ミ
ュ
ラ
ー
氏
の
、
ア
ジ
ア
市
場
開
拓
を

電気のふるさと Vol.47 4
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見
す
え
た
唐
津
訪
問
を
き
っ
か
け
に
始

ま
る
。

　

ミ
ュ
ラ
ー
氏
は
、
1
9
9
4
年
に
設

立
さ
れ
た
『
フ
ラ
ン
ス
・
コ
ス
メ
テ
ィ

ッ
ク
バ
レ
ー
協
会
』
の
前
会
長
で
も
あ

っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

は
I
T
産
業
の
集
積
地
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
コ
ス
メ
テ
ィ

ッ
ク
バ
レ
ー
は
、
世
界
最
大
の
化
粧
品

産
業
集
積
地
で
あ
る
。
中
部
の
シ
ャ
ル

ト
ル
を
中
心
と
し
た
半
径
1
5
0
㎞
に

も
お
よ
ぶ
広
大
な
地
域
に
、
化
粧
品
メ

ー
カ
ー
を
は
じ
め
、大
学
、研
究
機
関
、

製
造
工
場
な
ど
が
集
積
し
て
い
る
。
さ

ら
に
は
周
辺
農
家
が
栽
培
す
る
植
物
か

ら
原
材
料
を
抽
出
し
、製
造
、検
査
、物

流
ま
で
の
一
貫
し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
で
、い
わ
ゆ
る「
ク
ラ
ス
タ
ー
」を
形

成
し
て
お
り
、
化
粧
品
を
軸
と
し
た
6

次
産
業
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
で
あ
る
。

　

そ
の
前
会
長
で
あ
る
ミ
ュ
ラ
ー
氏
は
、

唐
津
周
辺
を
視
察
し
て
、
そ
の
地
域
資

源
に
注
目
し
た
。
す
で
に
唐
津
に
は
化

粧
品
の
輸
入
代
行
・
分
析
会
社
や
製
造

会
社
、
物
流
会
社
が
化
粧
品
の
「
ミ
ニ

橋
渡
し
を
行
い
国
際
的
ク
ラ
ス
タ
ー
の

創
造
を
目
指
す〝
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〞

で
あ
り
、〝
仲
人
〞
で
あ
る
。

　

事
務
局
は
プ
ロ
パ
ー
職
員
の
他
に
、

佐
賀
県
、
唐
津
市
、
玄
海
町
の
職
員
が

兼
務
し
て
お
り
、総
勢
24
名
の
体
制
だ
。

県
や
市
・
町
の
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
受
け
て
お
り
、
と
も
に
コ
ス
メ
産

業
誘
致
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
「
国
際
取

引
拡
大
」「
地
域
資
源
活
用
」「
産
業
集

積
促
進
」「
産
学
連
携
推
進
」
な
ど
の

担
当
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
は
高
い
。

　
「
な
ぜ
唐
津
な
の
か
と
言
え
ば
、
ア

ク
ラ
ス
タ
ー
」
を
形
成
し
て
い
た
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
中
国
や
韓
国
に
近

い
と
い
う
地
理
的
な
条
件
、
豊
か
な
農

産
物
に
代
表
さ
れ
る
地
域
資
源
を
持
つ

唐
津
周
辺
地
域
の
可
能
性
に
着
目
し
た

の
だ
っ
た
。
隣
の
玄
海
町
に
は
薬
用
植

物
栽
培
研
究
所
も
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
ミ
ュ
ラ
ー
氏
は
関
係
者

に
、「
日
本
版
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
バ
レ

ー
」の
創
造
を
提
案
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
ア
ル
バ
ン
の
話
に
は
夢
が
あ
り
ま

し
た
ね
」
と
、
語
る
の
は
株
式
会
社
ブ

ル
ー
ム
社
長
の
山や

ま
さ
き
し
ん

﨑
信
二じ

さ
ん
だ
。
Ｊ

Ｃ
Ｃ
の
代
表
理
事
で
も
あ
る
。
ア
ル
バ

ン
・
ミ
ュ
ラ
ー
社
と
は
以
前
か
ら
取
引

を
行
っ
て
い
た
。

　
「
実
は
私
も
、
以
前
か
ら
イ
メ
ー
ジ

は
あ
っ
た
ん
で
す
。
唐
津
は
も
と
も
と

ジ
ア
に
近
く
農
産
物
も
豊
富
だ
か
ら
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
や
り
た
い

民
間
と
や
り
た
い
行
政
、
つ
ま
り
熱
を

持
っ
て
果
敢
に
挑
戦
し
よ
う
と
い
う
官

民
が
い
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」

　

こ
う
語
る
の
は
、
立
ち
上
げ
か
ら
関

わ
っ
て
い
る
事
務
局
次
長
の
八や

島し
ま
だ
い
ぞ
う

大
三

（
唐
津
市
職
員
）
さ
ん
だ
。

　

設
立
か
ら
本
年
度
で
、
3
年
間
が
経

過
し
た
。
こ
の
間
、
主
に
枠
組
み
や
体

制
を
整
え
る
と
い
う
「
種
ま
き
」
を
行

っ
て
き
た
。
4
社
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

会
員
も
現
在
は
1
7
4
社
（
2
0
1
6

年
2
月
末
現
在
）
に
な
っ
た
。
海
外
企

業
と
の
合
弁
会
社
の
設
立
や
、
大
手
化

粧
品
原
料
商
社
も
進
出
し
て
き
た
。
海

外
と
の
提
携
も
フ
ラ
ン
ス
、イ
タ
リ
ア
、

ス
ペ
イ
ン
、
台
湾
、
タ
イ
の
5
カ
国
の

化
粧
品
産
業
団
体
に
広
が
っ
て
い
る
。

だ
が
、
こ
の
3
年
間
は
試
行
錯
誤
の
連

続
で
、
様
々
な
課
題
も
見
え
て
き
た
。

　

翌
年
の
2
0
1
3
年
の
4
月
に
は
、

フ
ラ
ン
ス
・
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
バ
レ
ー

協
会
と
唐
津
市
の
間
で
、
協
力
連
携
協

定
が
締
結
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
年

の
11
月
に
、
ジ
ャ
パ
ン
・
コ
ス
メ
テ
ィ

ッ
ク
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
、
初
代
会

長
に
ア
ル
バ
ン
・
ミ
ュ
ラ
ー
氏
が
選
出

さ
れ
た
。
最
初
は
4
社
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
あ
っ
た
。
話
が
出
て
か
ら
設
立
ま

で
約
2
年
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
速
か
っ

た
。
2
0
1
5
年
に
は
一
般
社
団
法
人

に
移
行
す
る
。
目
指
す
は
、
フ
ラ
ン
ス

の
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
バ
レ
ー
を
モ
デ
ル

に
し
た
「
日
本
版
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
バ

レ
ー
」
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
活
動
内
容
は
、
内
外
の
各
種
企

業
と
地
域
、
大
学
等
の
研
究
機
関
と
連

携
し
て
、
情
報
提
供
や
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ッ
チ
ン
グ
、
地
域
資
源
の
発
掘
お
よ
び

原
料
供
給
支
援
、
研
究
機
関
へ
の
調
査

研
究
委
託
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

　

一
言
で
言
う
と
、
企
業
や
団
体
間
の

ま
す
。
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
バ
レ
ー
の
考

え
方
を
、農
産
物
の
6
次
化
を
含
め
て
、

こ
の
唐
津
で
や
っ
て
み
た
ら
面
白
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
」

　

提
案
を
受
け
た
山
﨑
さ
ん
は
早
速
、

行
政
に
話
を
持
っ
て
行
く
と
、
担
当
者

は
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
年
、

行
政
職
員
と
と
も
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
コ

ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
バ
レ
ー
を
視
察
す
る
。

　

そ
こ
は
想
像
を
超
え
る
産
業
集
積
地

で
あ
っ
た
。
研
究
か
ら
最
終
生
産
ま
で

の
約
8
0
0
社
の
企
業
が
あ
り
、
８
大

学
、
国
立
研
究
機
関
、
2
0
0
の
公
立
・

民
間
研
究
所
と
提
携
を
行
っ
て
い
た
。

農
業
な
ど
の
一
次
産
業
が
原
料
供
給
を

行
う
6
次
産
業
化
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

地
域
全
体
の
製
品
出
荷
額
は
年
に
2
兆

円
を
超
す
と
言
わ
れ
て
い
た
。

ア
ジ
ア
に
近
い
港
町
で

す
。
ア
ジ
ア
の
化
粧
品

市
場
開
拓
を
考
え
る
と

き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら

の
輸
送
コ
ス
ト
が
高
い

こ
と
や
、
日
本
の
製
造

技
術
の
高
さ
は
大
き
な

利
点
で
す
。
ま
た
、
豊

か
な
水
や
土
壌
か
ら
生

ま
れ
る
農
産
物
も
あ
り
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コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
構
想
に
連
携
し
た

原
料
の
生
産
拠
点
づ
く
り
も
進
ん
で
い

る
。

　

唐
津
市
内
で
「
唐
津
オ
リ
ー
ブ
研
究

会
」が
立
ち
上
が
り
、「
唐
津
オ
リ
ー
ブ

事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
に
約
3
，0
0
0
本
が
植
樹
さ
れ
、

将
来
的
に
は
2
万
本
の
植
樹
を
目
指
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
県
本
土
か
ら
約
４
㎞
離
れ
た

加か

唐か
ら

島し
ま

で
は
、
島
内
に
2
万
本
あ
ま
り

自
生
す
る
ツ
バ
キ
の
油
を
精
製
す
る

「
加
唐
島
ツ
バ
キ
工
房
」
が
、
東
京
の

商
社
と
売
買
契
約
を
行
っ
た
。

　

玄
海
町
に
は
「
薬
用
植
物
栽
培
研
究

所
」
が
あ
り
、
九
州
大
学
や
長
崎
国
際

大
学
な
ど
と
連
携
し
て
い
る
。
こ
こ
で

は
カ
ン
ゾ
ウ
や
ト
ウ
キ
、
ミ
シ
マ
サ
イ

コ
な
ど
の
薬
草
に
つ
い
て
の
効
率
的
な

栽
培
方
法
な
ど
を
研
究
し
て
い
る
。
ま

家
に
薬
草
の
栽
培
方
法
や
ニ
ー
ズ
情
報

な
ど
を
提
供
し
て
、
普
及
啓
発
も
行
っ

て
い
る
。

　

昨
年
８
月
に
は
、玄
海
町
内
の
農
家

で
栽
培
し
た
薬
用
植
物
ト
ウ
キ
の
粉
末

が
、
Ｊ
Ｃ
Ｃ
の
会
員
企
業
向
け
に
出
荷

さ
れ
た
。

　

薬
用
植
物
栽
培
研
究
所
長
の
古ふ

る
た
ち舘
保や

す

弘ひ
ろ

さ
ん
は
言
う
。「
薬
草
産
業
は
10
兆
円

産
業
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、例
え
ば
ト
ウ

キ
栽
培
の
10
ア
ー
ル
あ
た
り
の
収
入
は

稲
作
の
約
３
倍
に
な
り
ま
す
。
薬
草
栽

培
は
当
町
の
農
業
の
可
能
性
を
広
げ
る

　
「
具
体
的
に
は
ア
ジ
ア
へ
の
認
知
度

を
も
っ
と
高
め
る
こ
と
や
、
北
部
九
州

地
域
の
経
済
波
及
効
果
を
も
っ
と
高
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
」

と
、
八
島
さ
ん
は
言
う
。

　

そ
の
た
め
に
、
こ
の
地
域
の
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
き

ち
ん
と
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

さ
れ
、
現
在
、
15
年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ

く
り
を
行
っ
て
い
る
最
中
だ
。
近
く
原

料
商
社
が
進
出
し
て
く
る
予
定
だ
が
、

原
材
料
の
生
産
業
者
・
原
料
商
社
・
製

造
加
工
業
者
・
検
査
分
析
業
者
・
容
器

製
造
業
者
・
物
流
業
者
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
連
動
す
る
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
を
造
り
上
げ
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
に
は
、
欧
州
・
中
国
・

ア
ジ
ア
地
域
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
が

繋
が
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
対

外
投
資
（
企
業
誘
致
）、
起
業
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
な
ど
を
さ
ら
に
促
進
し
て
い
く
。

　

例
え
ば
、
中
国
が
投
資
し
て
日
本
で

生
産
し
て
中
国
に
逆
輸
入
す
る
こ
と
な

ど
も
考
え
ら
れ
る
。
化
粧
品
は
イ
メ
ー

ジ
を
売
る
業
界
な
の
で
、
安
全
・
安
心
・

高
品
質
の
「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ

ン
」
と
い
う
称
号
を
欲
し
が
る
と
こ
ろ

も
多
い
。

　

具
体
的
な
商
品
も
で
き
て
き
て
い
る
。

Ｊ
Ｃ
Ｃ
は
2
0
1
5
年
度
だ
け
で
も
延

べ
9
0
0
社
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

派
遣
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
や
開
発

費
助
成
の
案
内
、
県
産
の
か
ん
き
つ
類

や
薬
草
な
ど
の
原
材
料
を
リ
ス
ト
化
し

て
売
り
込
み
を
図
っ
て
き
た
。

　

そ
う
し
た
努
力
も
実
り
つ
つ
あ
る
。

唐
津
市
・
玄
海
町
の
耕
作
放
棄
地
で
育

っ
た
ミ
カ
ン
の
花
を
原
料
に
し
た
化
粧

水
を
製
造
し
た
業
者
や
、
北
部
九
州
地

域
で
は
2
年
前
に
起
業
し
て
オ
リ
ー
ブ

を
原
料
に
し
た
化
粧
品
を
製
造
し
た
業

者
が
出
て
き
た
。
ト
マ
ト
を
材
料
に
し

て
男
性
化
粧
品
を
製
造
販
売
し
て
い
る

女
性
起
業
家
や
、
白
い
き
く
ら
げ
を
材

こ
と
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

現
状
で
は
、
薬
草
栽
培
を
行

っ
て
い
る
農
家
は
７
軒
ほ
ど
で
、

ま
だ
ま
だ
少
な
い
が
、
作
付
面

積
は
拡
大
し
つ
つ
あ
り
、
企
業

か
ら
の
栽
培
契
約
の
打
診
も
増

加
し
て
い
る
。

　

農
産
物
は
見
栄
え
を
良
く
す

る
た
め
の
工
夫
を
す
る
た
め
、

食
品
と
し
て
の
規
格
品
は
約
７

割
ほ
ど
だ
。
化
粧
品
の
原
材
料

料
に
使
っ
た
石
鹸
を
開
発
し
た
農
業
生

産
法
人
、
茶
の
実
か
ら
採
っ
た
オ
イ
ル

を
材
料
に
し
た
化
粧
品
な
ど
、
地
産
の

素
材
を
使
っ
た
製
品
を
作
っ
た
地
元
の

会
員
企
業
も
出
始
め
て
い
る
。
現
在
は

水
面
下
で
約
20
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
進
ん
で
い
る
と
い
う
。

　

会
費
は
、
立
地
や
規
模
に
応
じ
て
年

に
1
万
円
か
ら
12
万
円
。
県
内
だ
け
で

な
く
県
外
に
も
間
口
を
広
げ
て
お
り
、

1
7
4
社
の
６
割
は
県
外
企
業
と
な
っ

て
い
る
。

た
、
こ
の
研
究
所

で
は
、
町
内
の
農

（写真はJCC提供）

薬用植物栽培研究所百草園園長の
古舘保弘さん

薬
用
植
物
栽
培
研
究
所

乾燥したトウキ

白美の雫 （洗顔石鹸）
白いきくらげのエキスを原材料に使用した洗顔石鹸。
農業生産法人グレイスファーム株式会社
（佐賀県唐津市七山藤川2273）

GO FOR MEN
（オールインワンクリーム）
唐津産のトマトと酒粕を原材料に使用した男性化粧品。
YOKO JAPAN株式会社（佐賀県唐津市紺屋町1694-4）

TEA OIL（オイル・ジェルクリーム）
茶実油を原材料に使ったナチュラルスキンケア。
株式会社緑門 佐賀支店
（佐賀県嬉野市嬉野町不動山乙108）

L & cosme（化粧石鹸）
「ざる豆腐」で知られる川島豆腐の豆乳を
原材料に使用した洗顔石鹸。
Luna（佐賀県唐津市京町1768-4）

Natural Olive（基礎化粧品・ヘアケア化粧品）
オリーブを原材料に使ったナチュラルオリーブ化粧品。
株式会社ハーベスト（佐賀県唐津市鏡4751-2）
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化
粧
品
業
界
は
、
分
野
ご
と
に
専
門

性
を
持
つ
企
業
群
が
分
業
し
て
お
り
、

ほ
と
ん
ど
が
中
小
企
業
と
い
う
産
業
構

造
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

垂
直
に
統
合
さ
れ
資
本
力
の
高
い
大
企

業
と
違
っ
て
、
中
小
企
業
が
、
海
外
に

拠
点
を
設
け
る
こ
と
や
自
社
製
品
を
輸

出
す
る
こ
と
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。
し

か
し
、
逆
に
こ
う
し
た
産
業
構
造
だ
か

ら
こ
そ
、
会
員
の
特
性
を
生
か
し
な
が

ら
水
平
的
な
統
合
が
可
能
に
な
り
、
お

互
い
の
長
所
と
短
所
を
補
完
し
合
う
こ

と
が
で
き
る
。

　

Ｊ
Ｃ
Ｃ
は
、
海
外
拠
点
や
輸
出
入
の

課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
、
各
分
野
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
強
化
す
る
と
同

時
に
、そ
こ
か
ら
ス
ピ
ン
オ
フ
し
た「
地

域
商
社
」
を
、
来
年
度
中
に
設
立
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
企
業
な
ど
の
出
資
を

募
り
、
非
営
利
の
社
団
法
人
で
は
限
界

の
あ
る
、
企
業
間
の
契
約
や
市
場
開
拓

を
強
力
に
推
し
進
め
る
こ
と
を
決
め
て

い
る
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス

ペ
イ
ン
、イ
タ
リ
ア
に
続
い
て
、台
湾
、

タ
イ
の
化
粧
品
産
業
団
体
と
連
携
協
定

を
結
ん
だ
。
こ
れ
は
ア
ジ
ア
と
の
バ
リ

ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
ア
ジ
ア
市
場
の
可
能
性

を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
も
の
だ
。

　

代
表
理
事
の
山
﨑
さ
ん
を
は
じ
め
、

事
務
局
次
長
の
八
島
さ
ん
、
佐
賀
大
学

の
渡
邉
教
授
な
ど
が
口
を
揃
え
て
言
う

の
は
、
海
外
の
人
々
の
、
日
本
の
製
造

技
術
や
、
原
材
料
に
対
す
る
評
価
が
高

い
こ
と
だ
。

　

山
﨑
さ
ん
は
唐
津
観
光
協
会
の
会
長

で
も
あ
る
。

　
「
国
内
向
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ブ
ラ

ン
ド
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
海
外

か
ら
見
れ
ば
『
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
』
で
あ
る
こ
と
が
ブ
ラ
ン
ド
な
の

だ
、
と
言
っ
て
い
ま
す
」

　

つ
ま
り
、
唐
津
に
は
豊
か
な
自
然
が

あ
り
、
歴
史
遺
産
も
あ
る
。
さ
ら
に
は

奥
深
い
伝
統
文
化
も
根
づ
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
背
景
に
し
た

高
度
な
製
造
技
術
や
産

品
そ
れ
自
体
が
、
ブ
ラ

ン
ド
で
あ
る
と
い
う
の

だ
。「
日
本
の
唐
津
」

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
と
と

も
に
商
品
を
売
っ
て
行

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い

の
成
分
の
多
く
は
茎
と
根
に
あ
り
、

1
0
0
％
近
く
使
え
る
。乾
燥
さ
せ
て
、

そ
こ
か
ら
抽
出
す
る
の
で
農
家
の
コ
ス

ト
は
軽
減
す
る
。
特
に
中
山
間
地
の
農

家
に
と
っ
て
は
、
食
料
と
し
て
の
農
産

物
と
違
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
か

か
ら
な
い
有
利
な
作
物
と
い
え
る
。

　

し
か
し
、
原
材
料
を
供
給
で
き
る
生

産
者
は
、
ま
だ
ま
だ
少
な
い
。
こ
の
課

題
に
つ
い
て
Ｊ
Ｃ
Ｃ
は
、
現
在
あ
る
材

料
を
有
効
活
用
し
、
生
産
農
家
と
更
な

る
連
携
を
行
う
方
向
で
い
る
。

　

Ｊ
Ｃ
Ｃ
に
お
け
る
大
学
等
の
研
究
機

関
の
役
割
も
大
き
い
。
佐
賀
大
学
は
、

そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
「
地
域
と
と
も
に

未
来
に
向
け
て
発
展
す
る
」
と
い
う
も

の
で
、
Ｊ
Ｃ
Ｃ
の
立
ち
上
げ
か
ら
、
積

極
的
に
参
画
し
て
き
た
。

　

例
え
ば
、
あ
る
作
物
を
素
材
に
す
る

場
合
、
目
的
の
成
分
を
作
る
た
め
に
品

種
改
良
し
た
り
、
植
物
の
組
織
培
養
を

使
っ
て
目
的
の
成
分
を
抽
出
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
う
し
た
こ
と
で
、
素
材

研
究
開
発
な
ど
の
役
割
を
果
し
て
い
る
。

　

佐
賀
大
学
農
学
部
は
、
か
ん
き
つ
類

の
遺
伝
子
保
存
技
術
で
は
日
本
一
を
自

負
し
て
お
り
、
世
界
で
も
有
数
の
技
術

　
「
さ
が
ん
ル
ビ
ー
」
と
い
う
グ
レ
ー

プ
フ
ル
ー
ツ
が
あ
る
。
こ
れ
は
佐
賀
大

学
で
研
究
し
て
全
国
で
初
め
て
品
種
登

録
さ
れ
た
国
産
の
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ

だ
。
今
で
は
、
農
家
と
も
に
「
産
学
協

働
」
で
育
て
た
佐
賀
の
特
産
品
と
な
っ

た
。
エ
キ
ス
は
化
粧
品
の
素
材
と
し
て

登
録
し
て
い
る
。

　

昨
年
、
こ
の
「
さ
が
ん
ル
ビ
ー
」
を

材
料
に
、
唐
津
東
高
校
の
高
校
生
が
佐

賀
大
学
と
連
携
し
て
リ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム

と
サ
イ
ダ
ー
を
製
作
し
た
こ
と
が
話
題

に
な
っ
た
。
こ
の
製
作
の
橋
渡
し
を
し

た
の
も
Ｊ
Ｃ
Ｃ
だ
っ
た
。
資
金
は
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
調
達
し
、
市

内
の
企
業
や
個
人
が
協
力
し
た
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
全
国
高
校
生
マ
イ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ワ
ー
ド
2
0
1
5
」

の
学
校
部
門
で
、
全
国
1
位
と
な
る
文

部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。

　

ち
な
み
に
、「
さ
が
ん
ル
ビ
ー
」
を

使
っ
た
化
粧
品
は
、
近
く
大
手
メ
ー
カ

ー
か
ら
発
売
の
予
定
だ
。

　

Ｊ
Ｃ
Ｃ
に
加
盟
す
る
大
学
研
究
機
関

は
２
０
１
６
年
度
の
段
階
で
、10
大
学
。

九
州
以
外
で
は
信
州
大
学
、
東
京
工
科

大
学
、
東
京
農
業
大
学
が
加
盟
し
て
お

り
よ
り
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
っ

て
い
る
。

　

農
学
部
長
で
Ｊ
Ｃ
Ｃ
の
理
事
で
も
あ

る
渡わ

た
な
べ
け
い
い
ち

邉
啓
一
教
授
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
化
粧
品
会
社
の
研
究
機
関
が
唐
津
に

来
た
り
、Ｉ
Ｔ
産
業
な
ど
と
の
コ
ラ
ボ
、

コ
ス
メ
に
関
わ
る
人
材
育
成
の
た
め
の

職
業
大
学
な
ど
が
誘
致
で
き
れ
ば
、
も

っ
と
面
白
く
な
り
ま
す
。
和
食
が
世
界

遺
産
に
な
り
ま
し
た
が
、『
メ
イ
ド
・

イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
』
の
化
粧
品
素
材
は

ブ
ラ
ン
ド
に
な
り
ま
す
。
佐
賀
が
健
康

美
容
産
業
の
集
積
地
で
あ
り
、
世
界
の

拠
点
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

唐
津
と
い
う
一
地
方
か
ら
、
人
の
生
き

方
を
含
め
て
世
界
に
発
信
し
て
い
く
可

能
性
は
十
分
に
あ
り
ま
す
」

を
持
っ
て
い
る
。
唐
津
市

内
に
あ
る
農
学
部
付
属
の

ア
グ
リ
創
生
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
に
は
、
原
材
料
を

抽
出
・
保
存
す
る
装
置
が

あ
り
、
ま
た
、
国
立
大
学

で
初
め
て
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
認
証
」を
受
け
て
い
る
。

う
こ
と
だ
。
事
実
、
Ｊ
Ｃ
Ｃ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
唐
津
の
伝
統
文
化
が
多
く

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
会
員
企
業
の

中
に
は
観
光
業
者
も
参
加
し
て
い
る
。

　
「
唐
津
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
構
想
」に
は
、

単
に
化
粧
品
の
産
業
集
積
に
と
ど
ま
ら

ず
、
海
外
か
ら
の
交
流
人
口
を
引
き
込

み
、
北
部
九
州
の
一
大
産
業
集
積
地
に

し
よ
う
と
い
う
、
壮
大
な
心
意
気
が
潜

ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

佐賀大学農学部長の
渡邉啓一教授

佐
賀
大
学
で
研
究
し
て
全

国
で
初
め
て
品
種
登
録
さ

れ
た「
さ
が
ん
ル
ビ
ー
」

フランスのパリで開催
されている展示商談会
「Cosmetics 360」に出展

「全国高校生マイプロジェクトアワード
2015」の学校部門で、文部科学大臣賞
を受賞した唐津東高校（JCC提供）

台湾のビューティバレー
との調印式
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化
粧
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の
み
な
ら
ず

唐
津
と
い
う
地
域
を
世
界
に
売
る
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